
 

 

 

 

 

           
書き初め大会 １／８（金） 

書き初めは、新年に初めて文字を書き、書を書くことが上達しますようにとの願いが込められていま

す。寺井っ子の皆さんも、３学期の始業式の日に書き初めを行いました。１・２年生は硬筆に、３～６

年生は毛筆に挑戦しました。これまで、書写の時間や冬休みに努力してきた成果を出し切ろうと、真剣

に取り組んでいました。どの作品も、一生懸命に書いた気持ちが伝わってきました。これからも、心を

込めて文字を書いていきましょう。 
 
 
 
 
 
 

 
 

           
大雪の中集団登校 １／１２（火） 

３連休中（1/9～1/11）寒波により、富山県や福井県では車が立ち往生するなど大雪となりました。

ご家庭でも雪かきの毎日だったのではないでしょうか。地域の皆様には、子ども達のために通学路や歩

道橋等の除雪を行っていただきありがとうございました。除雪

業者様には学校前の除雪をきれいに行っていただき、大変助か

りました。おかげさまで、３連休明けには、子どもたちは通常

通りに登校することができました。集団登校では５・６年生の

リーダーを中心に、安全に気をつけながら、きちんと一列で歩

いていました。見守り隊の皆様も、子どもたちと一緒に歩いて

きて下さったり、横断歩道等で誘導をして下さったりして安全

を確保していただきました。地域の皆様、保護者の皆様に心よ

り感謝申し上げます。 
 これからも、子どもたちの命を守ることを第一に考え対応し

てまいります、地域の皆様、保護者の皆様、ご理解とご協力を

宜しくお願い致します。           

なわとびがんばり月間 １／１２（火）～２９（金） 
冬季間の体力づくりの一環として、自分のめあてを持ち、楽し

く継続的に運動することをねらいとして、全校で「なわとびがん

ばり月間」を設けて練習に励んでいます。各自がなわとびがんば

りカードで、めあてをきめて体育の時間や休み時間に練習に励ん

でいます。お昼の放送で、５・６年生の体育委員の皆さんがビデ

オで技を紹介してくれました。とてもいい姿勢で跳び、素早くな

わを回して様々な技を見せてくれました。中には、段カードにあ

る交互２重交差跳びや３重跳びまで披露してくれました。簡単な

技から少しずつ挑戦してできるようになったのだと思います。寺

井っ子の皆さんも、努力していろいろな跳び方をマスターしましょう。 
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避難訓練 (地震） １／２１(金） 
地震を想定した避難訓練を行いました。コロナウィルス感染拡大防止のため、避難は行いませんでした

が、教室等で身を守る訓練を実施しました。その後、放送で地震から身を守る方法について話をしました。 

今から２６年前 １９９５年１月１７日 ５時４６分５２秒 淡路島から阪神地区にかけて大きな地

震が起こり、とても大きな被害がありました。朝早い時間だったため、寝ていた人も多く、この地震では

家がつぶれたり、家具がたおれたりしたことにより、たくさんの方が亡くなりました。 

地震の揺れは、最初「かたかたっ」と小さな揺れから始って、次に「ぐらぐらっ」と大きな揺れがきま

す。訓練では、日本海沖を震源とする震度７強の地震が発生し、能美市一帯は、震度６強（はわないと動

くことができず飛ばされることもある。固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多くなる）

地震発生から３秒後で最初の揺れ「かたかたっ」と揺れが来て、８秒後に大きな揺れ「ぐらぐらっ」が来

ることになります。「あ、地震だ！」と気が付いたら、または緊急地震速報を受信したら、すぐに大きな

揺れが来ると考えて、直ちに身を守る行動をとることが大切です。 

身を守る場所は、おちてこない たおれてこない うごいてこない 場所です。家では倒れてくるおそ

れのある家具などから離れ、テーブル、机、ベッドなどの下に

もぐりましょう。体で一番守るところは、頭です。座布団、ク

ッション、枕などで頭を守りましょう。頭を守る物がないとき

は、手の平を下にして頭の上で左右から両手で覆いましょう。

手の平の動脈を切らないようにするのと、頭への直撃を避ける

効果があります。学校にくる途中や帰り道で地震が起きた時に

は、ブロック塀 門柱 電柱 自動販売機などは倒れやすいの

で、離れましょう。地震はいつ起きるか分かりません、小さな

揺れを感じたら、自分で考えて 命を守る行動をしましょう。 
 

学校給食週間 １／２４(日）～３０(土） 
戦後、食糧難による児童の栄養状態の悪化を背景に学校給食の再開を求める国民の声が高まるようにな

り、昭和 21 年１月から学校給食が再開されました。昭和 25 年度から、学校給食による教育効果を促進

する観点から、冬季休業と重ならない 1月 24日から１月 30日までの1週間を「学校給食週間」としま

した。この期間に、学校給食の意義や役割について、理解を

深めるために全国で様々な行事が行われています。本校でも、

給食委員会の皆さんが中心となって、給食の歴史、給食クイ

ズを放送したり、各教室で調理員さんへメッセージを書いた

りしています。給食の献立も、能登献立（能登牛）、能美献

立（丸芋、国造ゆず）、加賀献立（治部煮等）、石川県献立

など、地域の食に興味関心を持たせる献立になっています。 

 

一人一台パソコン活用  

一人一台のパソコン（クロムブック）が貸与されました。子どもたちは段ボールから新品のパソコンを

開けました。とてもうれしそうでした。これから、小学校を卒業するまで様々な学習で使い、より学習内

容を理解し、豊かな学びにつなげていきましょう。ま

ずは、起動すること、カメラを使うこと 

などを覚えましょう。３年生以上は、インターネット

に接続し、調べ学習などをしたり、タッチタイピング

ができるようになったりしましょう。また、情報モラ

ルを守ることやインターネットの情報を正しく見極

めることも必要です。 
早速使いこなす６年生 

能登献立をおいしくいただく３年生 


